






































































存を維持する（細胞の経時寿命）ためには，真核生物で広く保存された Greatwall kinase 
(Gwl)--Endosulfine(Ensa)経路が必須であることを示し，学術論文として発表した（Aono et al. 
2019)。分裂酵母では Gwl オルソログとして Ppk18 と Cek1 が存在し，基質である Mug134 (Ensa オルソ
















（図１）静止期への進入と維持には Greatwall kinase 経路が必要 


















る出芽酵母 Saccharomyces cerevisiae の Pho 経路が挙げられる。出芽酵母においては，リン酸が欠乏
している際には，Pho80-Pho85 キナーゼ複合体の活性が，Pho81 によって阻害されている。Pho80-Pho85
キナーゼ複合体は，転写因子である Pho4 をリン酸化してその活性を阻害するため，Pho80-Oho85 活性
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 3 
が低下しているリン酸欠乏時には Pho4 によって様々なリン酸欠乏に対応する遺伝子（ex リン酸トラ
ンスポータである Pho84 や賛成ホスファターゼである Pho5 など）の転写が活性化する。以上が Pho 経
路の概要である。Pho81 は，SPX (Syg1-Pho84-Xpr1)ドメインと呼ばれる機能ドメインを持っており，












今年度は，Pqr1 の基質と考えられるリン酸トランスポータ Pho84 と Pho842 のユビキチン化の検出に
取り組み，Pho84 に関しては，そのユビキチン化が Pqr1 に依存していることを示した。Pho842 に関し
ては，ユビキチン化することは示されたが，Pqr1 欠損株においてもユビキチン化の程度に変化はなか































しかしながら，分裂酵母においては polyP 代謝系の関してほとんど報告がないこと，polyP 制御が飢
餓誘導性オートファジーの活性に関わることはこれまでに報告がないこと，などから，本研究におい
て，polyP とその関連因子の解析をすすめた。polyP 合成酵素である VTC 複合体のサブユニット（Vtc2, 
Vtc4)や polyP 分解酵素（Ppn1, Ppn2, Ppx1)の遺伝子破壊株の作成に成功し，これらの機能解析を現
在に至るまで継続して行っている。予備的な結果として，Ppn1, Ppn2, Ppx1 を全て遺伝子破壊した三
重破壊株（∆ppn1∆ppn2∆ppx1)は，polyP の分解が起こらず，窒素源枯渇後は polyP の過剰蓄積が起こる
こと，窒素源枯渇後の生存率維持に異常を示すこと，という結果が得られている。これらの表現型は
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